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測定し､その結果から唇の質量 m および 弾性係数 kの flip依存性を推定した【10】｡本稿では､彼らの推定K:従
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ピー ク名 LZi｡/Zcl 位置(Hz) △(Hz)
1-IPd 43.7 87
2Ad Bと 35.2 232
3rd F1 46.4 341
4th Bi 55.7 457
51h DB 48.1 572
6th FB 51.6 686
7th Ai 44.5 800







































始めに､気流の方程式を線型化しよう｡休横速度 Uからその D.C.成分を除いたものを改めて U と書くこと
にする｡簡単のため (1)式の慣性項 (右辺第2項)を無視する｡(1),(2)式からplipを消去し､Scup≫ Stipで
あることを使えば
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lIzとした時の計昇結果をそれぞれ図 3-2(a),(b)に図示する｡また 昇`開閉'モデルの場合､ I)ip =160Hz,
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